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システム設定 
システム設定 GUI 画面では、Nexus Dashboard クラスタとそのノード固有の複数のオプションを

設定できます。この GUI 画面には、Nexus Dashboard クラスタに存在する可能性のある問題に関

する情報も表示されます。 
 

図 1. システム設定 
 

1. [マルチクラスタ接続（*Multi-cluster Connectivity*）] タブでは、複数のクラスタをまとめて接

続し、単一のペインでクラスタとそのサイト、サービス、設定を表示、管理できます。
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詳細については、「マルチクラスタ接続」を参照してください。 
 

2. エラーと警告のタイルには、クラスタ内の既存の問題の数が表示されます。[展開

（Expand）]をクリックすると、特定の問題の完全なリストを表示できます。 

3. Nexus Dashboard のプロキシを設定するには、[プロキシ設定（*Proxy Configuration*）] タ
イルの [編集（*Edit*）] アイコンを 
クリックします。  

 
オンプレミスとクラウドサイトの組み合わせや企業ネットワーク内での Nexus Dashboard クラ

スタの展開など、特定の展開シナリオでは、インターネットとクラウドサイトへのプロキシを

介したアクセスが必要な場合があります。 

このリリースでは、単一のプロキシサーバの追加がサポートされています。 

Nexus ダッシュボードは 2 つのメイン ルート テーブルを使用することに注意してください。1 つ
は管理ネットワーク用、もう 1 つはデータ ネットワーク用です。デフォルトでは、発信元 IP アド

レスのルーティング テーブルが使用されます。つまり、Nexus Dashboard は、プロキシを使用し

ようとしている POD/サービスのルーティングテーブルからプロキシに到達しようとします。 

たとえば、プロキシを構成し、Nexus ダッシュボードからインターサイト接続を確立してから、

クラスタで実行されているインターサイト サービスから AppD 統合を構成しようとすると、

AppD ホストに到達できないことを示すエラーが表示される場合があります。これは、プロキシ

が管理インターフェースからしかアクセスできないために発生します。このような場合、以下の

「管理ネットワークまたはデータ ネットワーク ルート」で説明されているように、プロキシ IP 
アドレスの管理ネットワーク ルートを追加する必要もあります。 

プロキシサーバーを追加するには、次の手順を実行します。 
 

a. プロキシ設定ウィンドウで [+サーバーの追加（*+Add Server*）] をクリックします。 

b. [タイプ（*Type*）] ドロップダウンから、プロキシするトラフィックのタイプを選択します。 

c. 必要に応じて、[サーバー（*Server*）] フィールドに、ポートを含むプロキシサーバーの

完全なアドレスを入力します。 

たとえば、http://proxy.company.com:80 です。 
 

d. サーバーにログイン情報が必要な場合は、ユーザー名とパスワードを入力します。 

e. （オプション）[無視するホストの追加（Add Ignore Host）] をクリックして、プロキシを無視

するホストを指定します。 
 

クラスタがプロキシをバイパスして直接通信する 1 つ以上のホストを追加できます。 

4. 1 つ以上の管理ネットワークまたはデータネットワークルートを追加するには、[ルート

（Routes）] タイルの  
[編集（Edit）] アイコンをクリックします。 

 
ここでは、管理インターフェイスまたはデータインターフェイスのスタティックルートを定

義できます。たとえば、10.195.216.0/21 をデータネットワークルートとして追加すると、そ

のサブネット宛てのすべてのトラフィックがデータ ネットワーク インターフェイスから送信さ

れます。 

◦ 管理ネットワークルートを追加するには、[管理ネットワークルートの追加（Add 
Management Network Routes）] をクリックし、宛先サブネットを指定します。
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◦ データ  ネ ットワークルートを追加するには、[データ ネットワークルートの追加]  をクリッ

クし、接続先サブネットを指定します。 

5. ネットワーク スケールを構成するには、[ネットワークの拡張（Network Scale）]  タイルの [編
集（Edit）] アイコンをクリックします。 

 

このリリースでは、これらの設定は Nexus Dashboard Insights サービスにの

みサービスにのみ影響します。他のサービスはこれらの設定を考慮せず、それ

ぞれの検証済みスケーラビリティ ガイドに記載されているスケール制限をサ

ポートします。 
ネットワークの規模を変更するには、Insights サービスの再起動が必要です。 

 

a. [サイトの数（Number of Sites）]フィールドに、この Nexus Dashboard クラスタが管理する、

展開のサイトの目標数を入力します。 

b. [スイッチの数（Number of Switches）] フィールドに、展開するスイッチ ノードの目標

数を指定します。 

c. [1 秒あたり の フロー（Flow per second）] フィールドで、Nexus Dashboard Insights サービ

スのフローのターゲット数を指定します。 

6. 1 つ以上の外部サービスプールを追加するには、[外部サービスプール（External Service 
Pools）] タイルの [編集（Edit）] アイコンを 
クリックします。  

 
これにより、別の Nexus Dashboard ノードに再配置された場合でも、同じ IP アドレスを保持

する必要があるサービスに永続 IP アドレスを提供できます。 

詳細情報と設定手順については、「永続 IP アドレス」を参照してください。 
 

7. NTP を設定するには、[NTP] タイルの [編集（Edit）] アイコンをクリックします。 
 

デフォルトでは、Nexus Dashboard クラスタの展開時に設定した NTP サーバがここに表示されま

す。 

[+NTP サーバーの追加（+Add NTP Server）] をクリックして、追加の NTP サーバーを指定できま

す。 
 

既存の NTP サーバーを削除するには、その横にある [削除（Delete）] アイコンをクリックします。

少なくとも 1 つの NTP サーバをクラスタに設定する必要があることに注意してください。 

8. DNS を設定するには、[DNS] タイルの [編集（Edit）] アイコンをクリックします。 
 

デフォルトでは、Nexus Dashboard クラスタの展開時に設定した DNS サーバと検索ドメインが

ここに表示されます。 

[+プロバイダーの 追加（+Add a Provider）] または 
 [+検索ドメインの追加（+Add a Search Domain）] をクリックして、追加の DNS サーバーと検

索ドメインをそれぞれ指定できます。 
 

既存の DNS サーバーを削除するには、その横にある [削除（Delete）] アイコンをクリックします。 
 

9. イベントログをストリーミングする 1 つ以上の syslog サーバーを指定するには、[Syslog] タイルの 
[編集（Edit）] アイコンを 
クリックします。  

ヒ
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Syslog ダイアログが開いたら、[+リモート宛先の追加（+ Add Remote Destinations）] をク

リックして新しいサーバーを追加します。次に、サーバーの IP アドレス、プロトコル、および

ポート番号を指定し、この時点でこの syslog サーバーへのストリーミングを有効にするかを選

択します。詳細については、[イベント分析（Event Analytics）] を参照してください。 
 
10. ネットワーク接続ストレージ（NAS）を設定するには、[ネットワーク接続ストレージ

（Network-Attached Storage）] タイルの [編集（Edit）] アイコンをクリックします。  

リリース 3.0(1) 以降では、クラスタで実行されているサービスで使用できる Nexus Dashboard レ
ベルで NAS サーバーを追加できます。 

  このリリースは、NFSv3 リモート ストレージのみをサポートします。 

NAS を追加するには、次の手順を実行します。 
 

a. NAS 設定ウィンドウで [+ネットワーク接続ストレージの追加（+Add Network-Attached 
Storage）] をクリックします。  

b. Nexus Dashboardにこのサーバーへの読み取り専用アクセス権または読み取り/書き込みアクセ

ス権があるかどうかを選択します。  

c. NAS サーバーの名前を指定します。 

d. （オプション）[説明 (Description)] を入力します。 

e. サーバーへの接続に使用する IP アドレスを入力します。 

f. デフォルトのポート 2049 と異なる場合は、接続の確立に使用するポートを指定します。 

g. 情報を保存または読み取る NAS サーバー上のディレクトリへのエクスポート パスを指定

します。 

h. [アラートしきい値（Alert Threshold）] を指定します。 

i. ストレージ制限を設定します。 
 

これにより、Nexus Dashboard がサーバーで要求できるストレージの量が制限されます。値は、

300Mi や 10Gi など、ミビバイトまたはギビバイトで指定できます。 

j. [許可されたアプリケーション（Allowed Apps）] ドロップダウンから、このストレージにア

クセスできる Nexus Dashboard サービスを選択します。 
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永続 IP アドレス 
別の Nexus Dashboard ノードに再配置された場合でも、同じ IP アドレスを保持する必要がある

サービスに永続 IP アドレスを提供できます。 

Nexus ダッシュボード インサイトは、ファブリック内のスイッチからアプリケーションにデータをス

トリーミングするために、サービス（SNMP トラップと syslog など）を必要とします。このために、

スイッチに IP アドレスが設定されます。通常、サービスの再配置時に IP アドレスが変更された場合、

サービスはスイッチの新しい IP アドレスを再設定します。 

この IP 再設定の影響がファブリックスイッチに及ぶのを回避するために、サービスはサービスの

IP アドレスを保持するように要求できます。その場合、サービスに割り当てることができる一連

の IP アドレスを定義してこれに対応する必要があります。 

サービスに永続 IP アドレスが必要な場合、以下で説明するように十分な数の IP アドレスが定義され

るまで、Nexus Dashboard でそのサービスを有効にすることはできません。 
 

この機能は、NDFC ファブリックを使用する Nexus Dashboard Insights でのみサポー

トされています。さらに、レイヤー 2 機能のみ（ 

  管理サブネットとデータ サブネットの一部として構成された IP) を使用しており、

Nexus  ダッシュボードが VMware  
 ESX に展開されている場合は、「管理」と「データ ネットワーク  
インターフェイス ポートグループ」の両方で無差別モードを有効にする必要があります

（ https://kb.vmware.com/s/article/1004099 を参照）。 
 

リリース 2.2(1)より前のバージョンでは、この機能は、すべてのノードが同じレイヤ 3 ネットワー

クの一部であり、永続 IP がノードの管理ネットワークまたはデータネットワークの一部として定

義されているクラスタでのみサポートされていました。ここで、アプリケーションは、Gratuitous 
ARP やネイバー探索などのレイヤ 2 メカニズムを使用して、レイヤ 3 ネットワーク内で永続 IP を

アドバタイズします。 

リリース 2.2(1)以降、この機能は、異なるレイヤ 3 ネットワークにクラスタノードを展開する場合

でもサポートされます。この場合、永続的な IP は、「レイヤー 3 モード」と呼ばれる BGP を介し

て各ノードのデータリンクからアドバタイズされます。IP は、ノードの管理サブネットまたはデ

ータサブネットと重複してはなりません。永続 IP がデータネットワークおよび管理ネットワーク

の外部にある場合、この機能はデフォルトでレイヤ 3 モードで動作します。 IP がそれらのネット

ワークの一部である場合、機能はレイヤ 2 モードで動作します。 
 

永続 IP のガイドラインと制限事項 
サービスの永続 IP を設定する場合、次を実行します。 

 
• 一部のサービスはこの機能をサポートしていないか、追加のガイドラインが必要であるため、展

開する予定のサービスのマニュアルを確認してください。 

現時点では、永続的な IP は、Nexus Dashboard Insights および NexusNexus Dashboard Fabric 
Controller でサポートされています。サービス固有のドキュメントは、次のリンクで見つけること

ができます。 

◦ Nexus ダッシュボード ファブリック コントローラ 

https://kb.vmware.com/s/article/1004099?lang=ja
https://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/nexus-dashboard-fabric-controller-12/model.html
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◦ Nexus Dashboard Insights 

◦ 次の条件が当てはまる限り、動作するモードを選択できます。レイヤ 2 モードで動作するこ

とを選択した場合、ノードは同じデータネットワークおよび管理ネットワークの一部であ

る必要があります。 

◦ レイヤ 3 モードで動作することを選択した場合、「すべてのノードでの BGP の有効化」で説

明されているように、クラスタの展開中または展開後に、すべてのノードに BGP 設定を提供

する必要があります。 

◦ 2 つのモードを切り替えることができます。その場合、特定のモードの既存のサービスを完全

に削除する必要があり、新しいモードに対応する新しい永続 IP を設定する必要があります。 

• レイヤ 3 モードで 1 つ以上の永続 IP を設定し、クラスタの設定をバックアップする場合、この機

能に必要な BGP 設定はバックアップに保存されません。 

そのため、そのクラスタにレイヤ 3 の永続 IP を含むクラスタの設定を復元する前に、すべての

クラスタノードに対して BGP を設定する必要があります。設定のインポート前に BGP が設定

されていない場合、インポートは失敗します。 
 

すべてのノードで BGP を有効にする 
レイヤ 3 モードで動作する場合は、クラスタ内のすべてのノードに対して BGP を有効にして設定

する必要があります。クラスタの展開時に各ノードに BGP を既に設定している場合、または代

わりにレイヤ 2 モードで動作する場合は、「永続 IP  の設定」に記載されているように、このセ

クションをスキップして、ノードの管理サブネットとデータサブネットから 1 つ以上の永続 IP を
提供するだけです。レイヤ 2 モードでの動作を選択した場合は、すべてのノードが同じレイヤ 3 
ネットワークの一部である必要があることに注意してください。レイヤ 3 モードでの動作を選択

した場合は、このセクションで説明されているように、IPv4 または IPv6 の永続 IP アドレスをアド

バタイズするために、少なくとも 1 つの BGP ピアがすべてのクラスタ ノードで設定されている必

要があります。 

はじめる前に 

• アップリンクピアルータが、クラスタノードのレイヤ 3 ネットワーク全体でアドバタイズさ

れた永続 IP を交換できることを確認します。 

• サービスが永続 IP アドレスを要求すると、サービスが実行されているノード上の BGP を介し

てデータリンクからアドバタイズされたルートが、サービスのライフサイクル全体を通じて

維持されます。 

ノードで BGP を設定するには、次を実行します。 
 

1. Nexus Dashboard の [管理コンソール（Admin Console）] に移動します。 

2. 左側のナビゲーション メニューから、[システム リソース（System Resources）] > [ノード

（Nodes）] を選択します。 

3. いずれかのノードの横にある [アクション（...）] メニューをクリックし、[編集（Edit）] を選択します。 

4. [ノードの編集（Edit Node）] 画面で、[BGP を有効にする（Enable BGP）] をオンにします。 

5. [ASN]フィールドに、ノードの自律システム番号を指定します。 

6. [+IPv4 BGP ピアの追加（+Add IPv4 BGP Peer）] または [+IPv6 BGP ピアの追加（Add IPv6 BGP 
Peer）] をクリックして、ピア IP アドレス情報を提供します。 

a. [ピアアドレス（Peer Address）]フィールドに、このノードのピアルータの IPv4または IPv6

https://www.cisco.com/c/en/us/support/data-center-analytics/nexus-insights/series.html
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アドレスを指定します。 
 

マルチホップ BGP ピアリングはサポートされていないため、ピアアドレスがノードのデータ

サブネットの一部であることを確認する必要があります。 

[ピア ASN（Peer ASN）]フィールドに、ピアルータの自律システム番号を指定します。 
 

EBGP のみがサポートされているため、ノード ASN とピア ASN が異なることを確認する必要が

あります。 
 

b. [保存（Save）] をクリックして、変更内容を保存します。 

7. クラスタ内のすべてのノードに対してこれらの手順を繰り返します。 
 

クラスタ内のすべてのノードで BGP を設定する必要があります。 
 

すべてのノードに同じ ASN を構成することも、ノードごとに異なる ASN を構成することもできます。 
 

永続 IP の構成 
はじめる前に 

• すべての永続 IP については、レイヤ 2 またはレイヤ 3 のいずれかのアプローチを使用する必要

があります。 2 つのアプローチを組み合わせることはサポートされていません。 

すべてのノードが同じレイヤ 3 ネットワーク内にある場合は、この機能にレイヤ 2 モードまたは

レイヤ 3 モードのいずれかを使用することを選択できます。2 つのモードについては、「永続 IP
アドレス」で説明されています。 

ノードが異なるレイヤ 3 ネットワークにいる場合は、ノードの管理サブネットまたはデータサ

ブネットと重複しないように永続 IP を設定する必要があります。 

• クラスタ内のノードが異なるレイヤ 3 ネットワークに属している場合は、「すべてのノードでの

BGP の有効化」で説明されているように、BGP を有効にして設定する必要があります。 

• 永続 IP を使用するサービスが別のノードに再配置されている間、一時的なトラフィックの中断

が発生する可能性があります。 

中断時間は、次の要因によって異なります。 
 

◦ ノード障害が検出される時間 

◦ サービスが別のノードに再スケジュールされる時間 

◦ レイヤ 2 モードの場合、サービスの外部 IP が、GARP(IPv4)経由またはネイバー探索(IPv6)経
由で、スケジュールされたノードからアドバタイズされる時間 

◦ レイヤ 3 モードの場合、サービスの外部 IP が、BGP 経由でスケジュールされたノードからア

ドバタイズされる時間 

1 つ以上の永続 IP アドレスを提供するには、次を実行します。 
 

1. Nexus Dashboard の [管理コンソール（Admin Console）] に移動します。 

2. 左のナビゲーション メニューから [管理 (Admin)] > [システム 設定 (System Settings)] を選択します。 

3. [外部サービスプール（External Service Pools）]タイルで、[編集（Edit）]アイコンをクリック

します。 
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4. 表示された[外部サービスプール（External Service Pools）]画面で、[IP アドレスの追加

（+Add IP Address）]をクリックして、管理ネットワークまたはデータネットワーク上で 1
つ以上の IP アドレスを追加します。 

永続 IP を編集するときは、次のルールが適用されます。クラスタ内のすべてのノードが同じレイ

ヤ 3 ネットワークにいる場合、次のいずれかを選択できます。 

▪ レイヤ 2 モード。この場合、管理サービス用に追加する IP アドレスは管理サブネットの

一部である必要があり、データサービスの IP アドレスはデータサブネットの一部である

必要があります。 

▪ レイヤ 3 モード。この場合、追加する IP アドレスは、ノードの管理サブネットまたはデー

タサブネットと重複することはできません。この場合、"管理サービス IP" 下の IP の追加

はサポートされていないため、GUI の "データサービス IP" カテゴリに IP を追加する必要

があります。 

◦ IPv4 または IPv6 IP アドレスのいずれかを指定する必要があります。両方を指定することはで

きません。 

◦ プレフィックスなしで個々の IP アドレスを 1 つずつ追加する必要があります。 IP アドレスの

範囲の追加はサポートされていません。 

◦ 以前に定義された IP は削除できますが、1 つ以上のサービスで現在使用されている IP を削除

することはできません。マルチクラスタ接続 

複数の Nexus Dashboard クラスタ間の接続を確立して、すべてのクラスタに簡単にアクセスでき

るだけでなく、接続されている任意のクラスタで実行中のサイトやサービスにアクセスすること

もできます。 

2 番目のクラスタを追加すると、クラスタのグループが形成されます。グループの作成元のクラス

タは "プライマリ" クラスタとなり、グループ内の他のクラスタには適用されない多くの固有の特性

を持ちます。 

• すべての追加クラスタを接続するには、プライマリクラスタを使用する必要があります。 

• グループからクラスタを削除するには、プライマリ クラスタを使用する必要があります。 

• Nexus Dashboard をアップグレードする場合は、グループ内の他のクラスタよりも先にプライマ

リ クラスタをアップグレードする必要があります。 

マルチクラスタ接続を確立しても、グループ内にあるすべてのクラスタの情報が格納された単一デ

ータベースは作成されません。すべてのクラスタは独自の設定データベースを保持すると同時に、

グループ内の他のすべてのクラスタのプロキシとして機能できます。アクションやリクエストがど

のクラスタから送信されたか、またはどのクラスタに送信されるかは関係ありません。 
 

注意事項と制約事項 
マルチクラスタ接続を設定する場合は、次のガイドラインが適用されます。 

 
• このリリースでは、物理または仮想（ESX）フォームファクタのみを使用して展開されたクラス

タ間のマルチクラスタ接続がサポートされます。 

つまり、物理的な Nexus Dashboard クラスタを仮想（ESX）クラスタに追加することはできます

が、仮想（KVM）またはクラウドクラスタを同じグループに含めることはできません。 

• 一緒に接続できるクラスタの数やすべてのクラスタのサイトの数など、サポートされている
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スケール制限については、ご使用のリリースの Nexus Dashboard リリース ノート を参照して

ください。 

• 接続は、マルチクラスタ接続を介して接続されるすべてのクラスタのすべてのノード間で確立

する必要があります。 

• 一緒に接続する予定のクラスタにオンボーディングされたサイトの名前は、それらのクラス

タ全体で一意である必要があります。 

異なるクラスタ間でサイト名が重複すると、ドメイン ネーム システム（DNS）解決が失敗する可能性

があります。 
 

• マルチクラスタ接続を確立するために使用するプライマリ クラスタは、グループ内の他のクラ

スタと同じまたはそれ以降のリリースの Nexus Dashboard を実行している必要があります。 

つまり、リリース 3.0.1 を実行しているプライマリ クラスタから、リリース 2.2.1 を実行している

Nexus Dashboard クラスタに接続することはできません。 

• 相互に接続されている複数のクラスタをアップグレードする場合は、最初に主クラスタをア

ップグレードする必要があります。 

• 接続されたクラスタグループ内の任意のクラスタから、同じバージョンまたは以前のバージョン

の Nexus Dashboard を実行している場合にのみ、他のクラスタを表示できます。 

つまり、「cluster1」がリリース 2.3.1 を実行し、「cluster2」がリリース 2.2.1 を実行している

場合、「cluster1」から「cluster2」を表示できますが、その逆はできません。 

• マルチクラスタ接続は、リモートユーザーに対してのみサポートされます。 
 

複数のクラスタに接続し、いずれかのクラスタにローカル管理者 ユーザーとしてログインした

場合は、ログイン先のローカル クラスタのみを表示および管理できます。 

グループ内のすべてのクラスタを表示および管理するには、すべてのクラスタで構成されている

リモートユーザーとしてログインする必要があります。 

• 各クラスタの Nexus ダッシュボード Insights サービスは、グループ内の任意のクラスタにある他

の Insights サービスのサイトグループを表示できます。 

ただし、サイトグループを作成する場合、各 Insights サービスでは、サービスのみがインストー

ルされている同じクラスタにオンボードされているサイトを追加できます。 

• Nexus Dashboard Orchestrator サービスは、サービスがインストールされている同じクラス

タにオンボーディングされているサイトのみをサポートします。 
 

複数のクラスタの接続 
はじめる前に 

• 「 ガイドラインと 制限事項」セクションに記載されている情報をよく理解している必要があり

ます。 

• 接続するすべてのクラスタでリモート認証とユーザーを設定しておく必要があります。 

マルチクラスタ接続とワンビューはリモートユーザーに対してのみサポートされているため、す

べてのクラスタに対して同じリモートユーザーに管理者特権を設定する必要があります。詳細に

ついては、「リモート認証」を参照してください。 

https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/data-center-analytics/nexus-dashboard/products-release-notes-list.html
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別のクラスタに接続するには、次の手順を実行します。 
 

1. プライマリとして指定するクラスタの Nexus Dashboard GUI にログインします。 

2. 2 番目のクラスタを追加します。 

a. 左のナビゲーション メニューから [管理 (Admin)] > [システム 設定 (System Settings)] を選択します。 

b. メインペインで、[マルチクラスタ接続（Multi-Cluster Connectivity）] タブを選択します。 

c. [クラスタの接続（Connect Cluster）] をクリックします。 

3. クラスタ情報を入力します。 

a. 情報フィールドに、追加するクラスタのホスト名または IP アドレスと認証情報を入力し

ます。 

対象 

クラスタ内にあるいずれか 1 つのノードの管理 IP アドレスのみを指定する必要がありま

す。他のノード情報は、接続の確立後に自動的に同期されます。 

b. 次に [保存（Save）] をクリックします。 
 

指定するユーザーには、追加するクラスタの管理者権限が必要です。ユーザーのログイン

情報は、追加のクラスタへの接続を最初に確立するときに 1 回使用されます。最初の接続

が確立された後、その後のすべての通信は安全なキーを介して行われます。安全なキーは、

各クラスタをグループに追加するときにプロビジョニングされます。 

追加するクラスタは、既存のクラスタ グループに属していてはなりません。 
 

4. グループに追加する Nexus Dashboard クラスタが他にもあれば、この手順を繰り返します。 

複数のクラスタがグループに追加されると、[クラスタ設定（Cluster Configuration）] > [マ
ルチクラスタ接続（Multi-Cluster Connectivity）] ページでステータスを確認できます。 

同じマルチクラスタ グループの一部である限り、他のクラスタから任意のクラスタを表示およ

び管理できますが、プライマリ クラスタを表示している場合はそのグループ内のクラスタの

追加と削除のみを実行できます。 

[マルチクラスタ接続（Multi-Cluster Connectivity）] ページに、マルチクラスタグループに属す

るすべてのクラスタが表示されます。[クラスタの接続（Connect Cluster）] ボタンは、プライマ

リ クラスタを表示している場合にのみ表示されます。クラスタ グループを変更するには、[クラス

タ間の移動（Navigating Between Clusters）] での説明に従ってプライマリに移動する必要があり

ます。これにより、[クラスタ接続（Connect Cluster）] ボタンが使用可能になります。 
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図 2 プライマリクラスタと非プライマリクラスタ 
 

1. メインナビゲーションメニューの [Cluster:(クラスタ：)] <name> ドロップダウンには、現在

表示しているクラスタが表示されます。 

このドロップダウンから別のクラスタを選択できます。新しいウィンドウが開き、同じグルー

プ内の別のクラスタに移動できます。 
 

Nexus Dashboard の 2.x リリースでは、同じマルチクラスタ グループの一部である

限り、他のクラスタから任意のクラスタを表示および管理できます。 クラスタ グ
ループのリリース 3.0.1 でこの動作が変更されました。メイン ナビゲーション ペイ

ンの [クラスタ（Cluster）] ドロップダウンから特定のクラスタを選択することで、

クラスタ間を簡単に移動できるようになりましたが、ログインしているクラスタか

ら直接別のクラスタを管理または設定することはできません。 
 

2. [プライマリ（Primary）] ラベルは、グループのプライマリクラスタを示します。 
 

クラスタの追加や削除など、クラスタグループに変更を加えるには、このクラスタを表示する必要

があります。 

3. [ローカル（Local）] ラベルは、ログインしているクラスタを示します。 
 

これは、ブラウザの URL フィールドにアドレスが表示されるクラスタです。上記のように別の

クラスタに移動しても、ブラウザの URL とローカルラベルは変更されません。 
 

クラスタの切断 
既存のグループからクラスタを切断するには、次の手順を実行します。 

 
1. プライマリクラスタの Nexus Dashboard GUI にログインします。 

 
グループに対するクラスタの追加と削除は、プライマリクラスタから実行する必要があります。 

 
2. 左のナビゲーション メニューから [管理 (Admin)] > [システム 設定 (System Settings)] を選択します。 

3. メインペインで、[マルチクラスタ接続（Multi-Cluster Connectivity）] タブを選択します。 

4. 削除するクラスタの [アクション（Actions）]（[...]）メニューから、[クラスタの接続解除

（Disconnect Cluster）] を選択します。  

5. 確認ウィンドウで OK をクリックします。
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追加の物理ノードの展開 
クラスタの初期展開については、『Cisco Nexus Dashboard 展開ガイド』を参照してください。ここか

らのセクションでは、労働者 または スタンバイ ノードとして追加の物理ノードを展開する方法につ

いて説明します。 
 

既存のクラスタにノードを追加する場合、追加ノードは 
  クラスタ内の他のノードと同じフォームファクタ（物理ノードや仮想ノードなど）。このリリースは、
異なるフォームファクタのノードを持つクラスタには対応していません。 

 

追加ノードを展開した後、そのロールに基づいてそのノードを登録し、クラスタに追加できます。 
 

• 労働者 ノードの詳細 について は 、 「労働者ノードの管理」を参

照してください。  

• スタンバイ ノードの詳細 について は 、「スタンバイノードの管理 」を参

照してください。  
 

物理ノードの前提条件とガイドライン 
• 「プラットフォームの概要」で説明されている一般的な前提条件、特にネットワークとファブ

リックの接続性のセクション事前に確認し、条件を満たします。 

• 展開したサービスの リリース ノート 
で説明されている追加の追加条件を全てレビューと完了をしたことを確認します。 

 
一部のサービスには、「労働者」ノードと「スタンバイ」ノードに関する追加の警告がある場合

があります。サービス固有のドキュメントは、次のリンクで見つけることができます。 

◦ Nexus Dashboard ファブリック コントローラ、リリース ノート 

◦ Nexus Dashboard Insights リリース ノート 

◦ Nexus Dashboard Orchestrator リリース ノート 

• 単一クラスター内の労働者 ノードとスタンバイ ノードの最大数については、ご使用のリリー

スのを参照 してください。 

• サポートされているハードウェアを使用していること、およびサーバーがラックに取り付けられ

て接続されていることを確認してください。 
 

物理アプライアンス フォーム ファクタは、UCS-C220-M5 および UCS-C225-M6 の元の Nexus ダ
ッシュボード プラットフォーム ハードウェアでのみサポートされます。次の表に、サーバの物理

的アプライアンス サーバの PID と仕様を示します。 

表 1. サポートされる UCS-C220-M5 ハードウェア

https://www.cisco.com/c/ja_jp/td/docs/dcn/nd/2x/deployment/cisco-nexus-dashboard-deployment-guide-2x.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/prime-data-center-network-manager/products-release-notes-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/data-center-analytics/nexus-insights/products-release-notes-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/multi-site-orchestrator/products-release-notes-list.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/data-center-analytics/nexus-dashboard/products-release-notes-list.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/data-center-analytics/nexus-dashboard/products-release-notes-list.html
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PID ハードウェア 

SE-NODE-G2 - UCS C220 M5 シャーシ 
 
- 2x 10 コア 2.2G Intel Xeon Silver CPU 
 
- 256 GB の RAM 
 
- 25G 仮想インターフェイス カード X4  1455 
 
- 2.4TB HDD X 4 
 
- 400GB SSD 
 
- 1.2 TB NVMe ドライブ 
 
- 1050W 電源装置 

 

表 2. サポートされる UCS-C225-M6 ハードウェア 
 

PID ハードウェア 

ND-NODE-G4 - UCS C225 M6 シャーシ 
 
- 2.8GHz AMD CPU 
 
- 256 GB の RAM 
 
- 2.4TB HDD X 4 
 
- 960GB SSD 
 
- 1.6TB NVME ドライブ 
 
- Intel X710T2LG 2x10 GbE（銅） 
 
- Intel E810XXVDA2 2x25/10 GbE（光ファイバ） 
 
- 1050W 電源装置 

 

上記のハードウェアは、Nexus Dashboard ソフトウェアのみをサポートします。そ
の他の  
 オペレーティング システムがインストールされている場合、そのノードは Nexus Dashboard ノードとして使用できなくなります。 

 

• Cisco Integrated Management Controller（CIMC）のサポートされているバージョンを実行して

いることを確認します。 

CIMC のサポートおよび推奨される最小バージョンは、Nexus Dashboard リリースの  リリース ノ
ート の「互換性」セクションにリストされています。

https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/data-center-analytics/nexus-dashboard/products-release-notes-list.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/data-center-analytics/nexus-dashboard/products-release-notes-list.html
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• ハードウェアが既存のクラスタと同じ Nexus Dashboard リリースを実行していることを確認し

ます。 
 

新しいノードで以前のリリースを実行している場合は、「手動アップグレード」の説明に従っ

て、現在のリリースに手動でアップグレードする必要があります。 

何らかの理由で手動アップグレードを実行できない場合は、「ノードの再イメージ化」の説明

に従って、ソフトウェアを再インストールできます。 
 

物理ノードの展開 
上記のすべての前提条件を完了したら、ノードを接続してノード固有の電源をオンにします。 

ノードの展開が完了したら、クラスタに追加できます。 
 

• ノードを労働者ノードとして追加するには、「労働者ノードの管理」を参照してください。  

• ノードをスタンバイノードとして追加するには、「スタンバイノードの管理

#_managing_standby_nodes」を参照してください。 
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VMware ESX での追加の仮想ノードの展開 
クラスタの初期展開については、『Cisco Nexus Dashboard 展開ガイド』を参照してください。ここか

らのセクションでは、ワーカーまたはスタンバイノードとして追加のノードを VMware ESX に展開

する方法について説明します。 
 

 既存のクラスタにノードを追加する場合、追加ノードは  
  クラスタ内の他のノードと同じフォームファクタ（物理または仮想）であることが必要で

す。  このリリースは、異なるフォームファクタのノードを持つクラスタには対応して
いません。 

 

追加ノードを展開した後、そのロールに基づいてそのノードを登録し、クラスタに追加できます。 
 

• 労働者 ノードの詳細 について は 、 「労働者ノードの管理

#_managing_worker_nodes」を参照してください。  

• スタンバイ ノードの詳細 について は 、「スタンバイノードの管理

 #_managing_standby_nodes」を参照してください。  
 

ESX ノードの前提条件とガイドライン 
• 「プラットフォームの概要」で説明されている一般的な前提条件、特にネットワークとファブ

リックの接続性のセクション事前に確認し、条件を満たします。 

• VMware ESX で展開する場合は、vCenter を使用して展開するか、ESXi ホストに直接展開するか

を選択できます。 

詳細については、次のいずれかのセクションを参照してください。 
 

• VMware ESX で展開する場合は、次の 2 種類のノードを展開できます。 

◦ データ ノード：Nexus Dashboard Insights などのデータ集約型アプリケーション向けに設計さ

れたノード プロファイル 

◦ アプリ ノード：Nexus Dashboard Orchestrator などの非データ集約型アプリケーション用に

設計されたノード プロファイル 

表 3. サポート対象ハードウェア

https://www.cisco.com/c/ja_jp/td/docs/dcn/nd/2x/deployment/cisco-nexus-dashboard-deployment-guide-2x.html
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Nexus Dashboard バージョ

ン 
データ ノードの要件 アプリケーションノードの要

件 

Release 3.0.1 VMWare ESXi 7.0、7.0.1、
7.0.2、 

VMWare ESXi 7.0、7.0.1、
7.0.2、 

 7.0.3 7.0.3 

 
VMware vCenter 7.0.1、
7.0.2、 

VMware vCenter 7.0.1、7.0.2 

 7.0.3  vCenter を使用して展

開する場合 
vCenter を使用して展開 

 vCenter  
各  VM  に は 

 各  VM  に は 以下が必要です。 
 以下が必要です。  

• 16 vCPUs （ 物理 
 • 32 vCPUs （ 物理 少なくとも 
 少なくとも 2.2GHz の予約 
 2.2GHz の予約 • 64GB  の  RAM 
 • 128GB の  RAM 物理予約 
 物理予約 • 500GB HDD  または 

 SSD 
 • 3 TB SSD ストレージ   データのスト

レージ 
  データ ボリュームと ボリュームと追加の 
 追加の 50 GB   システム用に 50 

GB 
 システム ボリューム 音量 

 
データノードは 一部のサービスにはアプリが

必要です 
 を使用してストレージに展開 展開するノード 
 次の最小 より高速な SSD ストレージ 
 パフォーマンス 他の サービスと サポー

ト 
 要件： HDD。 Nexus を確認しま

す。 
 

◦ 正しいタイプのスト

レージを使用してい

ることを確認するに

は、SSD をデータ ス
トアに直接接続する

か、 

Dashboard Capacity 
Planning ツールを使用す

る場合は JBOD モードで

接続する必要がありま

す。 

 RAID  ホスト  バス 各 
 アダプタ（HBA） Nexus Dashboard ノードは 
 

◦  SSD  は 混

合用に最適化する必要

がある 

別の ESXi サーバーに展開さ

れています。 

 使用/アプリケーション

 （ 
 

 読み取り最適化されて  

https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/dcn/tools/nd-sizing/index.html
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/dcn/tools/nd-sizing/index.html
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/dcn/tools/nd-sizing/index.html
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いない） 
 ◦ 4K ランダム 読み取り  

 IOPS: 93000  

 ◦ 4K  ランダム 書き込み  

 IOPS：31000  

 
各 

 

 Nexus Dashboard ノードは  
 別の ESXi サーバーに展開  
 されています。」  
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vCenter を使用した ESX ノードの展開 
はじめる前に 

「ESX ノードの前提条件と ガイドライン」に記載されている要件とガイドラインを満たしている

ことを確認します。 

ここでは、vCenter を使用して VMware ESXi で追加の Cisco Nexus Dashboard ノードを展開する方法

について説明します。 

1. Cisco Nexus Dashboard OVA イメージを取得します。 

a. ソフトウェア ダウンロード ページを参照してください。

https://software.cisco.com/download/home/286327743/type/286328258 

b. ダウンロードする Nexus Dashboard のバージョンを選択します。 

c. us Dashboard OVA イメージの横にあるダウンロードをクリックします（nd-
dk9.<version>.ova）。 

2. VMware vCenter にログインします。 
 

vSphere クライアントのバージョンによっては、設定画面の場所と順序が若干異なる場合があ

ります。 

3. 新しい VM 展開を開始します。 
 

 
a. 展開する ESX ホストを右クリックします。 

b. [OVF テンプレートの展開（Deploy OVF Template）] を選択します。 
 

OVF テンプレートの展開 ウィザード が表示されます。 
 

4. [OVF テンプレートの 選択（Select an OVF template）] 画面で OVA イメージを指定し、[次へ

（Next）] をクリックします。

https://software.cisco.com/download/home/286327743/type/286328258/
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a. 画像を提供します。 
 

環境内の Web サーバーでイメージをホストしている場合は、[URL] を選択し、イメージの 
URL を指定します。 

イメージがローカルの場合は、[ローカル ファイル（Local file）] を選択し、[ファイルの選択

（Choose Files）] をクリックしてダウンロードした OVA ファイルを選択します。 

b. [次へ（Next）] をクリックして続行します。 

5. [名前とフォルダの選択（Select a name and folder）] 画面で、VM の名前と場所を入力します。 
 

a. 仮想マシンの名前を入力します。 

b. 仮想マシンのストレージ場所を選択します。 

c. [次へ（Next）] をクリックして、続行します。 

6. [コンピューティング リソースの選択（Select a compute resource）] 画面で、ESX ホストを選択

します。
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a. 仮想マシンの vCenter データセンターと ESX ホストを選択します。 

b. [次へ（Next）] をクリックして、続行します。 

7. [詳細の確認（Review details）] 画面で、[次へ（Next）] をクリックして続行します。 

8. [設定（Configuration）] 画面で、展開するノードプロファイルを選択します。 
 

a. ユースケースの要件に基づいて、アプリまたはデータ ノード プロファイルを選択します。 

b. ノードプロファイルの詳細については、「 ESX の前提条件とガイドライン 」を参照して

ください。 

c. [次へ（Next）] をクリックして、続行します。 

9. [ストレージの選択（Select storage）] 画面で、ストレージ情報を入力します。
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a.  [仮想ディスク フォーマットの選択（Select virtual disk format）] ドロップダウン リストか

ら  [シック プロビジョニング Lazy Zeroed（Thick provision lazy zeroed）] を選択します。 

b. 仮想マシンのデータストアを選択します。 
 

ノードごとに一意のデータストアを推奨します。 
 

c. [次へ（Next）] をクリックして、続行します。 

10. [ネットワークの選択（Select networks）] 画面で、Nexus Dashboard の管理およびデータ ネット

ワークの VM ネットワークを選択し、[次へ（Next）] をクリックして続行します。 

Nexus Dashboard クラスタには 2 つのネットワークが必要です。 
 

◦ fabric0 は、Nexus Dashboard クラスタのデータ ネットワークに使用されます 

◦ mgmt0 は、Nexus Dashboard クラスタの管理ネットワークに使用されま

す。これらのネットワークの詳細については、「ネットワーク接続」を参照

してください。 

11. [テンプレートのカスタマイズ（Customize template）] 画面で、必要な情報を入力します。
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a. ノードのデータ ディスクのサイズを指定します。 
 

必要なデータ ボリュームにはデフォルト値を使用することを推奨します。 
 

デフォルト値は、展開するノードのタイプに基づいて事前に入力されます。アプリケーション

ノードには単一の 500 GB ディスクがあり、データノードには単一の 3TB ディスクがあります。 

データ ボリュームに加えて、2 つ目の 50GB のシステム ボリュームも設定されますが、カス

タマイズすることはできません。 

b. パスワードを入力して確認します。 
 

このパスワードは、各ノードの rescue-user アカウントに使用されます。すべてのノードに同じ

パスワードを設定することを推奨しますが、2 番目と 3 番目のノードに異なるパスワード

を指定することもできます。 

c. 管理ネットワークの IP アドレスとネットマスクを入力します。 

d. 管理ネットワークの IP ゲートウェイを入力します。 

e. [次へ（Next）] をクリックして続行します。 

12. [完了準備（Ready to complete）] 画面で、すべての情報が正しいことを確認し、[終了

（Finish）] をクリックしてノードの展開を開始します。 

13. VM の展開が完了したら、VM の電源をオンにします。 

14. ノードをプライマリまたはスタンバイとして追加します。 
 

ノードを展開したら、クラスタに追加できます。 
 

◦ ノードを労働者ノードとして追加するには、「労働者ノードの管理」を参照してください。 
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◦ ノードをスタンバイ  ノードとして 追加 する には、 「

 スタンバイ ノードの管理#_managing_standby_nodes」を参照してください。  
 

ESXi での ESX ノードの直接展開 
はじめる前に 

「ESX ノードの前提条件と ガイドライン」に記載されている要件とガイドラインを満たしている

ことを確認します。 

ここでは、vCenter を使用して VMware ESXi で追加の Cisco Nexus Dashboard ノードを展開する方法

について説明します。 

1. Cisco Nexus Dashboard OVA イメージを取得します。 

a. ソフトウェア ダウンロード ページを参照してください。

https://software.cisco.com/download/home/286327743/type/286328258 

b. ダウンロードする Nexus ダッシュボードのバージョンを選択します。 

c. us Dashboard OVA イメージの横にあるダウンロードをクリックします（nd-
dk9.<version>.ova）。 

2. VMware ESXi にログインします。 
 

ESXi サーバのバージョンによっては、設定画面の場所と順序が若干異なる場合があります。 

3. ホストを右クリックし、[VM の作成/登録（Create/Register VM）] を選択します。 

4. [作成タイプの選択（Select creation type）] 画面で、[OVF または OVA ファイルから仮想マ

シンを展開する（Deploy a virtual machine from an OVF or OVA file）] を選択し、[次へ

（Next）] をクリックします。 

5. [OVF と VMDK ファイルの選択（Select OVF and VMDK files）] 画面で、仮想マシン名（nd- 
node-worker1 など）と最初の手順でダウンロードした OVA イメージを入力し、[次へ（Next）] 
をクリックします。 

6. [Select storage] 画面で、VM のデータストアを選択し、[Next] をクリックします。 

7. [OVF と VMDK ファイルの選択（Select OVF and VMDK files）] 画面で、仮想マシン名（nd- 
node-worker1 など）と最初の手順でダウンロードした OVA イメージを入力し、[次へ（Next）] 
をクリックします。 

8. [展開オプション（Deployment options）] 画面で、[ディスク プロビジョニング：シック（Disk 
Provisioning：Thick）] を選択し、[自動化をオン（Power on automatic）] オプションをオフにし

て、[次へ（Next）] をクリックして続行します。 

ネットワークは 2 つあり、fabric0 はデータネットワークに使用され、mgmt0 は管理ネットワ

ークに使用されます。 

9. [完了準備（Ready to complete）] 画面で、すべての情報が正しいことを確認し、[終了

（Finish）] をクリックして最初のノードの展開を開始します。 

10. VM の展開が終了するまで待ち、VMware ツールの定期的な時刻同期が無効になっているこ

とを確認してから、VM を起動します。 

時刻の同期を無効にするには、次の手順を実行します。 

https://software.cisco.com/download/home/286327743/type/286328258/
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Admin パスワード： 
Reenter Admin Password: 

ネットワーク： 
IP Address/Mask: 192.168.9.172/24 
Gateway: 192.168.9.1 

Please review the config 
Management network: Gateway: 
192.168.9.1 

 

 

a. ノードの VM を右クリックして、[設定の編集（Edit Settings）] を選択します。[設定の編集]ウィ

ンドウで、[VM オプション]タブを選択します。 

b. [VMware ツール（VMware Tools）] カテゴリを展開し、[ホストとゲスト時刻の同期

（Synchronize guest time with host）] オプションをオフにします。 

11. ノードのコンソールを開き、ノードの基本情報を設定します。 

a. 初期設定を開始します。 
 

初回セットアップユーティリティの実行を要求するプロンプトが表示されます。 
 

 

b. admin パスワードを入力し、確認します。 
 

このパスワードは、レスキュー ユーザーが SSH ログインする際、およびこのノードをクラスタ

に追加する際に使用します。 
 

 

c. 管理ネットワーク情報を入力します。 
 

 

d. 入力した情報をレビューし、確認します。 
 

入力した情報を変更するかどうかを尋ねられます。すべてのフィールドが正しい場合は、n 
を選択して続行します。 

入力した情報を変更する場合は、y を入力して基本構成スクリプトを再起動します。 
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12. ノードをプライマリまたはスタンバイとして追加します。 
 

ノードを展開したら、クラスタに追加できます。 
 

◦ ノードを労働者ノードとして追加するには、「労働者ノードの管理」を参照してください。  

◦ ノードをスタンバイ  ノードとして 追加 する には、 「

 スタンバイ ノードの管理#_managing_standby_nodes」を参照してください。 
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Linux KVM での追加の仮想ノードの展開 
クラスタの初期展開については、『Cisco Nexus Dashboard 展開ガイド』を参照してください。ここか

らのセクションでは、スタンバイ ノードとして追加のノードを Linux KVM に展開する方法について

説明します。 
 

既存のクラスタにノードを追加する場合、追加ノードは  
  追加のノードは、クラスター内の残りのノードと同じフォーム ファクター (物理
または仮想) である必要があります。 このリリースは、異なるフォームファクタのノ
ードを持つクラスタには対応していません。 

 

追加のノードを展開した後、「スタンバイ ノードの管理#_managing_standby_nodes」の説明に従って、

そのノードをスタンバイ ノードとしてクラスターに追加できます。 
 

KVM ノードの前提条件とガイドライン 
• 「プラットフォームの概要」で説明されている一般的な前提条件、特にネットワークとファブ

リックの接続性のセクションで確認し、条件を満たします。 

• VM に十分なリソースがあることを確認します。 
 

表 4. サポート対象ハードウェア

https://www.cisco.com/c/en/us/support/data-center-analytics/nexus-dashboard/products-installation-guides-list.html
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Nexus Dashboard バージョン VM の要件 

リリース 2.2.x • サポートされている Linux 流通： 

◦ Nexus Dashboard Orchestrator の 場

合、CentOS Linux に展開する必要があ

ります 

◦ Nexus ダッシュボード ファブリック コ
ントローラの場合、CentOS または Red 
Hat Enterprise Linux に展開する必要が

あります。 

• カーネルと KVM のサポートされているバ

ージョン： 

◦ カーネル 3.10.0-957.el7.x86_64 以降 

◦ KVM libvirt-4.5.0-23.el7_7.1.x86_64 
以降 

• 16 vCPU 

• 64 GB の RAM 

• 500 GB のディスク 
 

各ノードには専用のディスク パーティシ

ョンが必要です。 

• ディスクの I/O 遅延は 20 ミリ秒以下である

必要があります。次のコマンドを使用し

て、I / O 遅延を確認できます。 

fio --rw=write --ioengine=sync 
--fdatasync=1 --directory=test 
-data_with_se --size=22m --bs=2300 
--name=mytest And confirm that the 
99.00th=[<value>] で the 
fsync/fdatasync/sync_file_range セクション 
が  20 ミリ秒未満であることを確認しま

す。 

• 各 Nexus Dashboard ノードは、異なる

KVM サーバーに展開することを推奨しま

す。 
 

KVM ノードの展開 
はじめる前に 

「KVM ノードの前提条件と ガイドライン」に記載されている要件とガイドラインを満たしている

ことを確認します。 

ここでは、Linux KVM で追加の Cisco Nexus Dashboard ノードを展開する方法について説明します。 
 

1. Cisco Nexus Dashboard イメージをダウンロードします。 

a. ソフトウェア ダウンロード ページを参照してください。
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# scp nd-dk9.<version>.qcow2 root@<kvm-host-ip>:/home/nd-base 

# mkdir -p /home/nd-node1/ 
# cd /home/nd-node1 

# qemu-img create -f qcow2 -b /home/nd-base/nd-dk9.<version>.qcow2 /home/<node- 
name>/nd-node1-disk1.qcow2 

https://software.cisco.com/download/home/286327743/type/286328258 

b. 左側のサイドバーから、ダウンロードする Nexus ダッシュボードの

バージョンを選択します。 

c. Linux KVM の Cisco Nexus ダッシュボード イメージをダウンロードします（nd-
dk9.<version>.qcow2）。 

2. ノードをホストする Linux KVM サーバーにイメージをコピーします。 
 

クラスタを最初に展開するときなど、すでにイメージをコピーしている場合は、同じベースイメ

ージを使用してこの手順をスキップできます。次の手順は、イメージを /home/nd-base ディレク

トリにコピーしたことを前提としています。 

scp を使用してイメージをコピーできます。次に例を示します。 
 

 

3. ノードに必要なディスク イメージを作成します。 
 

ダウンロードしたベース qcow2 イメージのスナップショットを作成し、そのスナップショットをノ

ードの VM のディスク イメージとして使用します。また、ノードごとに 2 番目のディスクイメー

ジを作成する必要があります。 

a. KVM ホストにルート ユーザーとしてログイン

します。 

b. ノードのスナップショット用のディレクトリを作

成します。 
 

次の手順は、/home/nd-node1 ディレクトリにスナップショットを作成することを前提としてい

ます。 
 

 

c. スナップショットを作成します。 
 

次のコマンドで、/home/nd-base/nd-dk9 を置き換えます。<version>.qcow2  を以前のステップ

で作成したベース イメージの場所に置換します。 
 

 

次の手順では、nd-node4 を追加することを前提としています。 
 

d. ノードの追加ディスクイメージを作成します。 
 

各ノードには 2 つのディスクが必要です。ベースの Nexus Dashboard qcow2 イメージのスナッ

プショットと、2 番目の 500GB ディスクです。 

https://software.cisco.com/download/home/286327743/type/286328258
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# quemu-img create -f qcow2 /home/nd-node1/nd-node4-disk2.qcow2 500G 

 
 

--disk path=/home/nd-node4/nd-node4-disk1.qcow2 \ 
--disk path=/home/nd-node4/nd-node4-disk2.qcow2 \ 

 \ 

 \ 
 

 

 

次の手順に進む前に、次の準備が必要です。 
 

▪ /home/nd-node4/nd-node4-disk1.qcow2 は、ステップ 1 でダウンロードしたベース qcow2 イメ

ージの 
 

スナップショットです。 

▪ /home/nd-node4/nd-node4-disk2.qcow2 は、作成した新しい 500GB のディスクです。 

4. 最初のノードの VM を作成します。 
 

CLI または KVM GUI を使用して、次の構成で VM を作成できます： 
 

◦ 16 vCPU 

◦ 64GB の RAM 

◦ オペレーティング システムの種類を linux2020 に設定  

◦ virtio に設定されたネットワーク デバイス モデル  

◦ バス 0x00 とスロット 0x03 にマップされた管理インターフェイスと、バス  
0x00 とスロット 0x04 にマップされたデータ インターフェイス 

 

Nexus Dashboard は、管理インターフェイスがバス 
0x00 およびスロット 0x03、およびバス 0x00 およびスロット 0x04 への

データ インターフェイス。そうでない 場合、クラスタはネットワークに接続で
きません。 

 

たとえば、CLI を使用して VM を作成するには： 
 

 

5. ノードのコンソールを開き、ノードの基本情報を設定します。 

a. いずれかのキーを押して、初期設定を開始します。 
 

初回セットアップユーティリティの実行を要求するプロンプトが表示されます。 
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Admin パスワード： 
Reenter Admin Password: 

ネットワーク： 
IP Address/Mask: 192.168.9.172/24 
Gateway: 192.168.9.1 

 

Please review the config 
Management network: 

Gateway: 192.168.9.1 

 

 

 

b. admin パスワードを入力して確認します。 

c. このパスワードは、rescue-user SSH ログインおよび初期 GUI パスワードに使用されます。 
 

 

d. 管理ネットワーク情報を入力します。 
 

 

e. ノードが「クラスタ リーダー」かどうかを尋ねられたら、「いいえ」を選択します。 
 

「労働者」または「スタンバイ」ノードを追加しているため、クラスタ リーダーとして指定し

ないでください。 
 

 

f. 入力した情報をレビューし、確認します。 
 

入力した情報を変更するかどうかを尋ねられます。すべてのフィールドが正しい場合は、 n 
を入力して続行します。入力した情報を変更する場合は、y を入力して基本構成スクリプ

トを再起動します。 
 

 

6. 最初のブートストラッププロセスが完了するまで待ちます。 
 

管理ネットワーク情報を入力して確認したら、最初のブートストラッププロセスが完了するま

で待ちます。 
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Please wait for system to boot: [#########################] 100% System 
up, please wait for UI to be online. 

 
 

 

 

7. ノードをプライマリまたはスタンバイとしてクラスタに追加します。 
 

ブートストラッププロセスが完了したら、クラスタに追加できます。 
 

◦ ノードを労働者ノードとして追加するには、「労働者ノードの管理#_managing_worker_nodes」
を参照してください。  

◦  ノード  を スタンバイ  ノードとして追加するには、「 スタンバ

イノードの管理」を参照してください。  

ノード#_managing_standby_nodes
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労働者ノードの管理 
既存の 3 ノードクラスタに複数のワーカーノードを追加して水平方向にスケーリングし、アプリケー

ションの共同ホスティングを実現できます。 

アプリケーションの共同ホスティングとクラスタサイジングの詳細については、このドキュメントの

「プラットフォームの概要」セクションを参照してください。 
 

ワーカーノードは、AWS または Azure に展開された Nexus Dashboard クラスタのクラ

ウドフォームファクタではサポートされません。 

 
労働者ノードの追加 
ここでは、労働者ノードをクラスタに追加して水平スケーリングを可能にする方法について説明します。 

 
はじめる前に 

• 既存のプライマリ ノードとクラスタが正常であることを確認します。 

• 「追加の物理ノードの展開」、「VMware ESX での追加の仮想ノードの展開」、「ESXi での ESX 
ノードの直接展開」、または「Linux KVM での追加の仮想ノードの展開」の説明に従って、新し

いノードを準備して展開します。 

• 追加するノードの電源がオンになっていることを確認します。 

• 物理ノードを追加する場合は、新しいノードの CIMC IP アドレスとログイン情報があること

を確認します。 

Nexus Dashboard GUI を使用して新しいノードを追加するには、CIMC 情報を使用する必要があります。 
 

• 仮想ノードを追加する場合は、ノードの管理 IP アドレスとログイン情報があることを確認し

ます。 

労働者ノードを追加するには、次の手順を実行します。 
 

1. Cisco Nexus Dashboard の GUI にログインします。 

2. メイン ナビゲーション メニューから、[システムリソース > ノード（System Resources > 
Nodes）] を選択します。 

3. メインペインで、[ノードの追加（Add Node）] をクリックします。 
 

[ノードの追加（Add Node）] 画面が開きます。 
 

4. [ノード の追加（Add Node）] 画面で、ノードの情報を入力します。 

a. ノードの [名前（Name）] を入力します。 

b. [タイプ（Type）] ドロップダウンから [労働者（Worker）] を選択します。 

c. ノードの [ログイン情報（Credentials）] 情報を入力し、[検証（Verify）] をクリックします。 
 

物理ノードの場合、これはサーバーの CIMC の IP アドレス、ユーザー名、およびパスワード

です。CIMC は、ノードの残りの情報を設定するために使用されます。 

仮想ノードの場合、これはノードの展開時にノードに定義した IP アドレスと  rescue-user 
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のパスワードです。 
 

d. [管理ネットワーク（Management Network）] 情報を入力します。 
 

仮想ノードの場合、管理ネットワーク情報には、前のサブステップで指定した IP アドレスと

ログイン情報に基づいてノードから取得された情報が事前に入力されます。 

物理ノードの場合、ここで管理ネットワークの IP アドレス、ネットマスク、およびゲートウ

ェイを指定する必要があります。 

e. [データ ネットワーク（Data Network）] 情報を入力します。 
 

データ ネットワークの IP アドレス、ネットマスク、およびゲートウェイを指定する必要があ

ります。オプションで、ネットワークの VLAN ID を指定することもできます。ほとんどの導

入では、[VLAN ID] フィールドを空白のままにできます。 

f. （任意）管理およびデータネットワークの IPv6 情報を指定します。 
 

リリース 2.1.1 以降、Nexus ダッシュボードは管理およびデータネットワークのデュアルスタ

ック IPv4 / IPv6 をサポートします。 

IPv6 情報を入力する場合は、ノードの追加時に行う必要があります。 
 

クラスタ内のすべてのノードは、IPv4 スタックまたはデュアル IPv4/IPv6 スタックのいずれか

で設定する必要があります。 
 

5. [保存（Save）] をクリックしてノードを追加します。 
 

設定がノードにプッシュされ、ノードが GUI のリストに追加されます。 
 

1. Nexus Dashboard Insights アプリケーションを実行している場合は、アプリケーションを無効に

してから再度有効にします。 
 

新しいワーカーノードを追加した後、サービスを新しいノードに適切に配布するには、アプリケー

ションを無効にしてから再度有効にする必要があります。 
 

労働者ノードの削除 
はじめる前に 

• 既存のプライマリ ノードとクラスタが正常であることを確認します。 
 
既存のワーカーノードを削除するには、次の手順を実行します。 

 
1. Cisco Nexus Dashboard の GUI にログインします。 

2. メイン ナビゲーション メニューから、[システムリソース > ノード（System Resources > 
Nodes）] を選択します。 

3. 削除するワーカーノードの横にあるチェックボックスをオンにします。 

4. [アクション（Actions）] メニューから [削除（Delete）] を選択してノードを削除します。
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スタンバイ ノードの管理 
最大 2 つのスタンバイノードを追加できます。1 つ以上のマスターノードに障害が発生した場合に、

障害が発生したマスターノードをスタンバイノードで置き換えることで、クラスタ機能を迅速に復

元できます。 

展開、初期設定、およびアップグレードに関しては、スタンバイノードは労働者ノードに似ていま

す。ただし、ワーカーノードとは異なり、クラスタはワークロードにスタンバイノードを使用しま

せん。 
 

スタンバイノードは、AWS または Azure に導入された単一ノードのクラスタではサポ

ートされません。 
 

次の 2 つのケースがサポートされます。 
 

• 1 つのノードで障害が発生 
 

UI を使用して、スタンバイノードを新しいプライマリ ノードに変換できます。 
 

• 2 つのプライマリ ノードの障害 
 

クラスタ機能を復元するには、いずれかのノードの手動フェールオーバーを実行する必要があり

ます。次に、標準的手順を使用して 2 番目のノードをフェールオーバーします。 
 

スタンバイノードの追加 
ここでは、プライマリ ノードに障害が発生した場合にクラスタを簡単に回復できるように、クラ

スタにスタンバイ ノードを追加する方法について説明します。 

はじめる前に 

• 既存のプライマリ ノードとクラスタが正常であることを確認します。 

• 「追加の物理ノードの展開」、「VMware ESX での追加の仮想ノードの展開」、「ESXi での ESX 
ノードの直接展開」、または「Linux KVM での追加の仮想ノードの展開」の説明に従って、新し

いノードを準備して展開します。 

フェールオーバーできるのは同じタイプ(物理または仮想)のノード間のみであるため、交換が必要

になる可能性のあるクラスタ内のノードと同じタイプのノードを展開する必要があります。2 つの

ノード プロファイル（OVA-app および OVA-data）を持つ VMware ESX に展開された仮想ノード

の場合は、同じプロファイルのノード間でフェールオーバーできます。 

• 追加するノードの電源がオンになっていることを確認します。 

• 物理ノードを追加する場合は、新しいノードの CIMC IP アドレスとログイン情報があること

を確認します。 

Nexus Dashboard GUI を使用して新しいノードを追加するには、CIMC 情報を使用する必要があります。 
 

• 仮想ノードを追加する場合は、ノードの管理 IP アドレスとログイン情報があることを確認し

ます。 

ス タ ン バ イ ノ ー ド を 追 加 す る に は 、 次 の 手 順 を 実 行 し ま す 。
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1. Cisco Nexus Dashboard の GUI にログインします。 

2. メイン ナビゲーション メニューから、[システムリソース > ノード（System Resources > 
Nodes）] を選択します。 

3. メインペインで、[ノードの追加（Add Node）] をクリックします。 
 

[ノードの追加（Add Node）] 画面が開きます。 
 

4. [ノード の追加（Add Node）] 画面で、ノードの情報を入力します。 

a. ノードの [名前（Name）] を入力します。 

b. [タイプ（Type）] ドロップダウンから [スタンバイ（Standby）] を選択します。 

c. ノードの [ログイン情報（Credentials）] 情報を入力し、[検証（Verify）] をクリックします。 
 

物理ノードの場合、これはサーバーの CIMC の IP アドレス、ユーザー名、およびパスワー

ドです。CIMC は、ノードの残りの情報を設定するために使用されます。 

仮想ノードの場合、これは展開時にノードに定義した IP アドレスと rescue-user パスワード

です。 

d. [管理ネットワーク（Management Network）] 情報を入力します。 
 

仮想ノードの場合、管理ネットワーク情報には、前のサブステップで指定した IP アドレスと

ログイン情報に基づいてノードから取得された情報が事前に入力されます。 

物理ノードの場合、ここで管理ネットワークの IP アドレス、ネットマスク、およびゲートウ

ェイを指定する必要があります。 

e. [データ ネットワーク（Data Network）] 情報を入力します。 
 

データ ネットワークの IP アドレス、ネットマスク、およびゲートウェイを指定する必要があ

ります。オプションで、ネットワークの VLAN ID を指定することもできます。ほとんどの導

入では、[VLAN ID] フィールドを空白のままにできます。 

f. （任意）管理およびデータネットワークの IPv6 情報を指定します。 
 

リリース 2.1.1 以降、Nexus ダッシュボードは管理およびデータネットワークのデュアルスタ

ック IPv4 / IPv6 をサポートします。 

IPv6 情報を入力する場合は、ノードの追加時に行う必要があります。 
 

クラスタ内のすべてのノードは、IPv4 スタックまたはデュアル IPv4/IPv6 スタックのいずれか

で設定する必要があります。 
 

5. [保存（Save）] をクリックしてノードを追加します。 
 

設定がノードにプッシュされ、ノードが GUI のリストに追加されます。 
 

単一のプライマリ ノードとスタンバイ ノードの置換 
ここでは、事前に設定したスタンバイノードを使用したフェールオーバーについて説明します。クラ

スタにスタンバイノードがない場合は、代わりに「トラブルシューティング」のセクションの 1 つで

説明されている手順に従ってください。
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はじめる前に 

• 少なくとも 2 つのプライマリ ノードが正常であることを確認します。 
 

2 つのプライマリノードを使用できない場合は、「2 つのプライマリ ノードをスタンバイ ノー

ドに置き換える」の説明に従って、クラスタを手動で復元する必要があります。  

• クラスタ内に使用可能な スタンバイ ノードが少なくとも 1 つあることを確認してください。 
 

スタンバイノードのセットアップと設定については、「スタンバイノードの追加」で説明されてい

ます。 
 

• 置換する  プライマリ ノードの電源がオフになっていることを確認します。 
 

フェールオーバーの完了後に、置換する プライマリ  ノードをクラスタに再度追

加することはできません。交換するプライマリ ノードがまだ機能していて、  

    フェールオーバー後にクラスタに再追加する場合は、初期設定にリセットするか、

または  
トラブルシューティングの説明に従って再イメージ化し、スタンバイまたはプライ
マリ 
ノードのとして追加します。 

 

単一のプライマリ ノードをフェールオーバーするには、次の手順を実行します。 
 

1. Cisco Nexus Dashboard の GUI にログインします。 

2. メイン ナビゲーション メニューから、[システム リソース（System Resources)] > [ノード

（Nodes）] を選択します。 

3. 交換する非アクティブなマスターノードの横にある [アクション（Actions）]（[...]）メニューをクリッ

クします。 

4. [フェールオーバー（Failover）] を選択します。 
 

スタンバイノードがすでに構成および追加されている必要があることに注意してください。そう

でない場合、[フェールオーバー（Failover）] メニューオプションは使用できません。 

5. [フェールオーバー（Fail Over）] ウィンドウが開いたら、ドロップダウンからスタンバイノード

を選択します。 

6. [保存（Save）] をクリックして、フェールオーバーを完了します。 
 

障害が発生したプライマリ ノードがリストから削除され、選択したスタンバイ ノードに置き

換えられます。サービスが新しいプライマリ ノードに復元されている間、非アクティブステ

ータスが維持されます。 

すべてのサービスが復元されるまでに最大 10 分かかる場合があり、その時点で新しいプライ

マリ ノードのステータスがアクティブに変わります。 
 

単一のプライマリ ノードとスタンバイ ノードの置換 
ここでは、事前に設定したスタンバイノードを使用したフェールオーバーについて説明します。クラ

スタにスタンバイノードがない場合は、代わりに「トラブルシューティング」のセクションの 1 つで

説明されている手順に従ってください。 
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プライマリ ノードのうち 1 つのみに障害が発生した場合は、「単一プライマリ ノードのスタンバイ

ノードへの置換」の説明に従って、GUI を使用してスタンバイ ノードに置き換えることができま

す。 

ただし、2 つのプライマリ ノードが使用できない場合、クラスタがオフラインになります。この

場合、UI を含むほとんどの操作が無効になり、クラスタに構成に変更を加えることができません。 

「rescue-user」として残りのプライマリ ノードに引き続き SSH で接続できます。これは、機能

不全になったプライマリ ノードの 1 つをスタンバイ ノードに手動でフェイル オーバーすること

により、クラスタを回復するために使用されます。2 つのプライマリ ノードが再び使用可能にな

ると、クラスタは通常の動作を再開できます。その時点で、通常の手順を使用して 2 番目のプライ

マリ ノードを回復できます。 

はじめる前に 

• クラスタ内に使用可能な スタンバイ ノードが少なくとも 1 つあることを確認してください。 
 

スタンバイノードのセットアップと設定については、「スタンバイノードの追加」で説明されてい

ます。 
 

• 置換する プライマリ ノードの電源がオフになっていることを確認します。 
 

フェールオーバーの完了後に、置換する プライマリ  ノードをクラスタに再度追

加することはできません。交換するプライマリ ノードがまだ機能していて、 

 フェールオーバー後にクラスタに再追加する場合は、初期設定にリセットするか、

または  
トラブルシューティングの説明に従って再イメージ化し、スタンバイまたはプライ
マリ ノードのみとして  
追加します。 

 

• Nexus Dashboard Fabric Controller (NDFC)サービスをクラスタにインストールした場合は、

クラスタの回復後に復元できるように設定をバックアップする必要があります。 

Fabric Controller サービスは、実行中の Nexus Dashboard クラスタの 2 つのプライマリ ノー

ド障害から回復できません。クラスタを回復した後、NDFC サービスを再インストールし、バ

ックアップから設定を復元する必要があります。 

2 つのプライマリノードをフェールオーバーするには、次の手順を実行します。 
 

1. CLI 経由で rescue-user として残りのプライマリ ノードにログインします。 

2. フェールオーバーコマンドを実行します。 
 

次のコマンドで、<node1-data-ip>  と <node2-data-ip>  を障害が発生したノードのデータ ネット

ワーク IP アドレスに置き換えます。 
 

 

最初のノードだけがフェールオーバーされますが、クラスタを回復するには、指定

した 2 番目のノードが内部で必要です。 
 

デフォルトでは、正常なプライマリ ノードが使用可能なスタンバイノードを自動的に選択し、最

初に障害が発生したノード（<node1-data-ip>）をフェールオーバーします。 
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Proceed? (y/n): y 

特定のスタンバイ ノードを指定する場合は、<standby-node-data-ip>  を上記のコマンドに追加で

きます。 
 

 
 

3. 操作を続行することを確定します。 
 

 

プライマリ ノードが設定の状態をスタンバイ ノードにコピーし、両方のノードが再起動します。

ノードが起動してラスタが復元されるまでに最長 30 分かかる場合があります。プライマリ ノー

ドの UI に移動して、進行状況を確認できます。 

4. フェールオーバーが完了するまで待ちます。 
 

正常なプライマリ ノードは構成状態をスタンバイ ノードにコピーし、両方のノードが再起動しま

す。ノードが起動してクラスタが復元されるまでに最長 30 分かかる場合があります。マスターノ

ードの UI に移動して、進行状況を確認できます。 

5. 必要に応じて、NDFC サービスを再インストールし、NDFC 設定を復元します。 
 

構成を変更する前に、3 番目のプライマリ ノードを交換してクラスタを完全に回復することを

お勧めします。ただし、実稼働環境の NDFC 設定をできるだけ早く回復する必要がある場合

は、ここで実行できます。 

a. ブラウザを使用して、ND クラスタの 2 つのアクティブなプライマリ ノードのいずれかにログイン

します。 

b. NDFC サービスを無効にします。 
 

これについては、「サービスの無効化 」で説明されています。 
 

c. NDFC サービスを削除します。 
 

これについては、「サービスのアンインストール 」 を参照してください。 
 

d. NDFC サービスを再インストールして、それを有効にします。 
 

これについては、[サービス管理（Services Management）] で説明されています。 
 

この手順は、最初のサービス展開からすべてのインストールの前提条件が完了しているこ

とを前提としています。すべての NDFC 要件の詳細については、ご使用のリリースの

『Nexus Dashboard  Fabric Controller Installation Guide』を参照してください。 

e. バックアップから NDFC 設定を復元します。 
 

https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/cloud-systems-management/prime-data-center-network-manager/products-installation-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/cloud-systems-management/prime-data-center-network-manager/products-installation-guides-list.html
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これについては、ご使用のリリースの『NDFC Fabric  Controller Configuration Guide』の

「操作 > バックアップと復元」の章で説明されています。 

f. 次の手順に進む前に、NDFC サービスが稼働していることを確認します。 

6. クラスタがバックアップされたら、2 番目に障害が発生したプライマリ ノードをフェールオーバ

ーします。 
 

ここからは「単一のプライマリ ノードと スタンバイ ノードの置換」に記載されている標準的な手

順を使用できます。2 番目のスタンバイ ノードがない場合は、「スタンバイ ノードの追加」で説

明されているように、プライマリ ノードが 2 つしかない状態でクラスタに追加できます。 
 

障害が発生したのと同じ 2 つのプライマリ ノードを再度追加する場合は、トラブルシューティン

グの説明に従って工場出荷時設定にリセットするか、再イメージ化してから、次の手順を使用し

てスタンバイ ノードまたはプライマリ ノードとして追加する必要があります。 

a. 障害が発生したプライマリ ノードをクラスタに再追加する前に、それらのノードが切断さ

れていることを確認します。 

ND 管理インターフェイスとデータ インターフェイスの両方で接続を無効にする必要がありま

す。仮想 ND の展開では、VM vNIC を無効または切断できます。物理 ND の展開では、ND 
管理ネットワークおよびデータ ネットワークに接続されているインターフェイスをシャット

ダウンできます。 

b. Nexus Dashboard UI で、[システム リソースとノード（system resources and nodes）] ペー

ジに移動し、リストされている非アクティブなマスターノードをメモします。 

ページには、障害が発生したプライマリノードが「非アクティブ」として表示されます。クラ

スタに再度追加する最初のノードであるため、いずれかのノードをメモします。 

c. 前のサブステップでメモしたノードのコンソールから、 acs reboot factory- reset  コマンドを

実行します。 

d. 「任意のキーを押して、このコンソールで最初のブート セットアップを実行します」を表示す

るために、ノードのコンソールを待ちます。 

e. ノードのデータおよび管理インターフェイスのネットワーク接続が復元されていることを

確認します。  

たとえば、仮想化された ND 展開の場合、それぞれの vNIC が無効/切断されている場合は、

それらを有効にする必要があります。 

f. 前の手順で復元した機能している 2 ノード クラスタの Nexus Dashboard GUI で、非アクティ

ブ ノードの [登録（Register）] を選択します。 

ノードがクラスタに完全に参加し、完全に機能する 3 ノード クラスタになるまでに数分か

かる場合があります。 

g. ノードが登録されたら、post-recovery コマンドを実行します。  
 

プライマリ ノードのいずれかに rescue-user としてログインし、次のコマンドを実行します。 

curl -k `curl -k https://dcnm-fm.cisco-ndfc.svc:9443/fm/internal/resetobjectstore 
 

このプロセスは完了するまでに最大 10 分かかり、完了すると次のメッセージが表示されます。 

https://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/prime-data-center-network-manager/products-installation-and-configuration-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/prime-data-center-network-manager/products-installation-and-configuration-guides-list.html
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Minio がリセットされました。NDFC を有効にするには、NDFC を無効にしてから有効にしてく

ださい。 
 

h. 最後に、 Nexus Dashboard の管理コンソールから NDFC サービスを無効にしてから再度有効に

します。  
NDFC サービスが完全に動作していることを確認します。 

 

 ステップ 5 の後にイメージ管理ポリシーが作成された場合は、  ポリシー用にアップロードされたイメージを NDFC のイメージ管
理 UI から再アップロードする必要があります。ポリシーは新しくアップロード
されたイメージで調整され、再作成する必要はありません。 

 
7. 3 ノードクラスタが完全に動作可能になったら、最後のノードをクラスタに再度追加します。 

 
前の手順で説明したようにクラスタが完全な 3 ノード クラスタに復元されたら、最後のノード

をスタンバイ ノードとしてクラスタに追加します。 

古いプライマリ ノードをクラスタに再度追加する場合は、「スタンバイ ノードの追加」の説明

に従って、初期設定にリセットしてスタンバイ ノードとして追加します。 
 

スタンバイノードの削除 
はじめる前に 

• 既存のプライマリ ノードとクラスタが正常であることを確認します。 
 
既存のスタンバイノードを削除するには、次の手順を実行します。 

 
1. Cisco Nexus Dashboard の GUI にログインします。 

2. メイン ナビゲーション メニューから、[システムリソース > ノード（System Resources > 
Nodes）] を選択します。 

3. 削除するスタンバイノードの横にあるチェックボックスをオンにします。 

4. [アクション（Actions）] メニューから [削除（Delete）] を選択してノードを削除します。
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商標 
このマニュアルに記載されている仕様および製品に関する情報は、予告なしに変更されることがあります。

このマニュアルに記載されている表現、情報、および推奨事項は、すべて正確であると考えていますが、

明示的であれ黙示的であれ、一切の保証の責任を負わないものとします。このマニュアルに記載されてい

る製品の使用は、すべてユーザー側の責任となります。 

対象製品のソフトウェア ライセンスと限定保証は、製品に添付された『Information Packet』に記載されてい

ます。添付されていない場合には、代理店にご連絡ください。 

Cisco が採用している  TCP ヘッダー圧縮機能は、UNIX オペレーティング  システムの  UCB
（University of California, Berkeley）のパブリック ドメイン バージョンとして、UCB が開発したプ

ログラムを採用したものです。All rights reserved. Copyright © 1981, Regents of the University of 
California. 

ここに記載されている他のいかなる保証にもよらず、各社のすべてのマニュアルおよびソフトウェアは、障

害も含めて「現状のまま」として提供されます。シスコおよび上記代理店は、商品性、特定目的適合、およ

び非侵害の保証、もしくは取り引き、使用、または商慣行から発生する保証を含み、これらに限定すること

なく、明示または暗黙のすべての保証を放棄します。 

いかなる場合においても、シスコおよびその供給者は、このマニュアルの使用または使用できないことによ

って発生する利益の損失やデータの損傷をはじめとする、間接的、派生的、偶発的、あるいは特殊な損害に

ついて、あらゆる可能性がシスコまたはその供給者に知らされていても、それらに対する責任を一切負わな

いものとします。 

このマニュアルで使用している IP アドレスおよび電話番号は、実際のアドレスおよび電話番号を示

すものではありません。マニュアルの中の例、コマンド出力、ネットワーク トポロジ図、およびそ

の他の図は、説明のみを目的として使用されています。説明の中に実際の IP アドレスおよび電話番

号が使用されていたとしても、それは意図的なものではなく、偶然の一致によるものです。 

シスコおよびシスコのロゴは、シスコまたはその関連会社の米国およびその他の国における 
商標または登録商標です。シスコの商標の一覧については、http://www.cisco.com/go/  trademarks を
参照してください。記載されているサードパーティの商標は、それぞれの所有者に帰属します。「パ

ートナー」という言葉が使用されていても、シスコと他社の間にパートナーシップ関係が存在するこ

とを意味するものではありません。（1110R）。 

© 2017-2023 Cisco Systems, Inc. All rights reserved. 

http://www.cisco.com/jp/go/trademarks
http://www.cisco.com/jp/go/trademarks
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